
令
和
５
年
１
２
月
　
日

協
議

会
名

：

評
価

対
象

事
業

名
：

①
補
助
対
象
事
業
者
等

③
前
回
（
又
は
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

【
補
助
対
象
と
な
る
事
業
者
名

等
の
名
称
を
記
載
】

【
事
業
評
価
の
評
価
対
象
期
間
に

お
い
て
、
前
回
の
事
業
評
価
結
果

を
ど
の
よ
う
に
生
活
交
通
確
保
維

持
改
善
計
画
に
反
映
さ
せ
た
上
で

事
業
を
実
施
し
た
か
を
記
載
】

A ・ B ・ C 評 価

【
計
画
に
基
づ
く
事
業
が
適
切
に
実
施
さ

れ
た
か
を
記
載
。
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
理
由
等
記
載
】

A ・ B ・ C 評 価

【
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
定
量
的
な
目
標
・
効
果
が
達
成
さ
れ
た
か
を
、
目
標
ご

と
に
記
載
。
目
標
・
効
果
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
理
由
等
を
分
析
の
上

記
載
】

【
事
業
の
今
後
の
改
善
点
及
び
よ
り
適
切
な
目
標
を
記
載
。
改
善
策
は
、

事
業
者
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
広
く
記

載
。
特
に
、
評
価
結
果
を
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
る
か
（
方
向
性
又
は
具
体
的
な
内
容
）
を
必
ず
記
載
す
る
こ

と
。
】

※
な
お
、
当
該
年
度
で
事
業
が
完
了
し
た
場
合
は
そ
の
旨
記
載

左
回
り
ル
ー
ト
Ａ

（
ユ
ト
リ
ー
ナ
経
由
な
し
）

左
回
り
ル
ー
ト
Ｂ

（
ユ
ト
リ
ー
ナ
経
由
あ
り
）

右
回
り
ル
ー
ト
Ａ

駅
・
病
院
先
発
ル
ー
ト

左
回
り
ル
ー
ト

右
回
り
ル
ー
ト

左
回
り
ル
ー
ト

右
回
り
ル
ー
ト

公
民
館
・
三
谷
駅
北
口
始
発

ル
ー
ト

（
三
谷
公
民
館
発
）

西
回
り
ル
ー
ト

（
三
谷
駅
北
口
発
）

東
回
り
ル
ー
ト

左
回
り
ル
ー
ト

右
回
り
ル
ー
ト

事
業
全
体
の
改
善
点

評
価
結
果
を
交
通
会
議
で
協
議
す
る
こ
と
で
、
目
標

達
成
の
レ
ベ
ル
差
を
地
域
組
織
単
位
で
認
識
し
、

利
用
促
進
策
で
の
独
自
取
組
を
誘
発
さ
せ
る
。

【
達
成
状
況
】

目
標
：
年
間
利
用
者
1
,6
0
0
人

実
績
：
1
,9
7
1
人

【
理
由
等
】

R
5
年
度
の
利
用
者
数
は
、
形
原
地
区
同
様
に
過
去
最
高
値
を
記
録
し
、
目
標
を
達

成
し
た
。
R
5
/
4
に
週
4
日
運
行
に
サ
ー
ビ
ス
強
化
し
て
い
る
が
、
直
後
は
便
当
た
り

の
利
用
者
数
が
わ
ず
か
に
減
少
し
た
が
、
直
近
で
は
、
過
去
最
高
水
準
の
利
用
と

な
っ
て
い
る
。

本
路
線
は
、
地
域
内
の
病
院
・
買
物
・
公
共
施
設
等
へ
の
お
出
か
け
に
日
常
的
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
J
R
東
海
道
本
線
に
接
続
し
て
広
域
の
移
動
支
援
に
も
つ
な
が

る
地
域
住
民
の
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

A

【
達
成
状
況
】

目
標
：
年
間
利
用
者
4
,8
0
0
人

実
績
：
6
,0
0
3
人

【
理
由
等
】

R
5
年
度
の
利
用
者
数
は
、
過
去
最
高
値
を
記
録
し
、
目
標
を
達
成
し
た
。
R
4
/
4
に

週
4
日
運
行
に
サ
ー
ビ
ス
強
化
後
、
便
当
た
り
の
利
用
者
数
が
減
少
し
た
が
、
直
近

で
は
、
過
去
の
最
高
水
準
並
み
と
な
っ
て
お
り
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

本
路
線
は
、
地
域
内
の
病
院
・
買
物
・
公
共
施
設
等
へ
の
お
出
か
け
に
日
常
的
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
名
鉄
蒲
郡
線
の
２
駅
に
接
続
し
て
広
域
の
移
動
支
援
に
も
つ
な

が
る
地
域
住
民
の
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

・
R
5
年
度
は
、
す
べ
て
の
支
線
バ
ス
で
目
標
を
達
成
し
、

利
用
者
拡
大
に
成
功
し
た
。
週
4
日
運
行
課
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
が
利
用
者
の
増
加
に
繋
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
利

用
促
進
P
R
に
活
か
し
て
い
く
。
引
き
続
き
、
地
区
協
議
会

等
に
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
P
D
C
A
の
実
施
に
よ
る
適
正
運
行

を
継
続
し
て
い
く
。

・
地
区
ご
と
の
目
標
達
成
状
況
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
の
低
い
地
区
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
よ
り
、
地
域

の
活
動
が
活
発
化
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
バ
ス
利
用
の

推
奨
や
乗
り
方
教
室
の
実
施
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
利

用
促
進
の
取
組
み
強
化
を
進
め
る
。

・
R
6
年
度
は
、
西
浦
地
区
の
運
行
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
塩
津
地
区
で
の
新
規
事
業
課
の
協
議
を
進
め

る
。
交
通
空
白
地
の
解
消
が
進
み
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、
支

線
バ
ス
に
よ
り
蒲
郡
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
体
制
が

進
む
こ
と
か
ら
、
乗
り
継
ぎ
利
用
や
各
モ
ー
ド
の
使
い
分

け
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
利
用
促
進
を
図
る
。

豊
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

東 部 地 区 支 線 バ ス

「 と が み く る り ん バ ス 」

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実
施
で
き
て
い

る
。

A

前
回
の
二
次
評
価
で
は
、

・
西
浦
地
区
に
お
い
て
、
地
域
の

移
動
ニ
ー
ズ
を
適
切
に
検
証
し
、

既
存
公
共
交
通
と
調
和
の
取
れ
た

運
行
を
目
指
す
こ
と

・
地
区
協
議
会
の
取
組
み
等
の
市

民
に
よ
る
積
極
邸
な
運
行
維
持
・

利
用
促
進
活
動
を
引
き
続
き
推
進

す
る
こ
と

・
支
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
利

用
実
態
、
目
標
等
地
域
と
共
有
し

な
が
ら
進
め
、
利
用
者
数
や
収
支

率
等
の
結
果
の
値
と
評
価
に
つ
い

て
地
域
の
実
態
に
遡
行
し
て
行
う

こ
と
、
ま
た
乗
継
ぎ
利
便
の
確
認

を
進
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

・
西
浦
地
区
で
の
事
業
計
画
策
定

に
お
い
て
路
線
バ
ス
事
業
者
と
調

整
を
行
い
調
和
の
取
れ
た
計
画
案

を
策
定
し
、
交
通
会
議
で
審
議
し

た
。

・
塩
津
地
区
で
は
、
勉
強
会
を
開

催
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
地
区
協

議
会
の
設
置
意
向
を
確
認
し
、
カ

バ
ー
エ
リ
ア
の
拡
大
を
進
め
て
い

る
。

・
支
線
バ
ス
の
各
地
区
の
協
議
会

を
継
続
し
て
開
催
し
、
停
留
所
別

利
用
実
績
を
共
有
し
、
各
地
区
の

状
況
に
応
じ
た
利
用
促
進
（
ぬ
り

え
大
会
や
乗
り
方
教
室
の
開
催
な

ど
）
・
事
業
改
善
の
検
討
を
地
域

主
導
で
行
っ
て
い
る
。
当
該
検
討

を
法
定
協
議
会
に
て
確
認
・
連
携

し
、
事
業
運
営
を
進
め
た
。

ま
た
、
以
下
取
り
組
み
を
進
め
た
。

・
公
共
交
通
マ
ッ
プ
（
R
5
/
4
版
）
を

作
成
・
配
布
し
、
利
用
Ｐ
Ｒ
を
実

施
。
乗
り
方
教
室
等
地
道
な
周
知

活
動
を
継
続
実
施
。

・
東
三
河
地
域
で
連
携
し
た
公
共

交
通
利
用
促
進
活
動
の
継
続
実

施
。

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実
施
で
き
て
い

る
。

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実
施
で
き
て
い

る
。

AA

【
達
成
状
況
】

目
標
：
年
間
利
用
者
1
,4
0
0
人

実
績
：
1
,5
8
3
人

【
理
由
等
】

R
5
年
度
の
利
用
者
数
は
、
過
去
最
高
値
を
記
録
し
、
目
標
を
達
成
し
た
。
R
5
/
4
に

週
4
日
運
行
に
サ
ー
ビ
ス
強
化
し
、
利
用
が
伸
び
て
い
る
。
便
当
た
り
の
利
用
者
数

は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
な
く
、
運
行
日
増
が
そ
の
ま
ま
利
用
増
に
繋
が
っ
て
い
る
。

本
路
線
は
、
地
域
内
の
病
院
・
買
物
・
公
共
施
設
等
へ
の
お
出
か
け
に
日
常
的
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
J
R
東
海
道
本
線
に
接
続
し
て
広
域
の
移
動
支
援
に
も
つ
な
が

る
地
域
住
民
の
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

【
達
成
状
況
】

目
標
：
利
用
者
2
,2
0
0
人

実
績
：
3
,4
4
3
人

【
理
由
等
】

R
5
年
度
の
利
用
者
数
は
、
過
去
最
高
値
を
記
録
し
、
目
標
を
達
成
し
た
。
R
5
/
4
に

週
4
日
運
行
に
サ
ー
ビ
ス
強
化
し
、
利
用
が
伸
び
て
い
る
。
週
４
日
運
行
化
前
か
ら

利
用
増
が
続
い
て
お
り
、
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
に
つ
い
て
も
過
去
最
高
水
準
で

拡
大
し
て
い
る
。

本
路
線
は
、
地
域
内
の
病
院
・
買
物
・
公
共
施
設
等
へ
の
お
出
か
け
に
日
常
的
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
J
R
東
海
道
線
に
接
続
し
て
広
域
の
移
動
支
援
に
も
つ
な
が
る

地
域
住
民
の
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

豊
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

大 塚 地 区 支 線 バ ス

「 ひ め は る く る り ん バ ス 」

豊
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

三 谷 地 区 支 線 バ ス

「 お お し ま く る り ん バ ス 」

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実
施
で
き
て
い

る
。

A

【
達
成
状
況
】

目
標
：
利
用
者
1
,5
5
0
人

実
績
：
1
,7
6
5
人

【
理
由
等
】

R
5
年
度
の
利
用
者
数
は
、
過
去
最
高
値
を
記
録
し
、
目
標
を
達
成
し
た
。
R
5
/
4
に

週
4
日
運
行
に
サ
ー
ビ
ス
強
化
し
、
利
用
が
伸
び
て
い
る
。
便
あ
た
り
の
利
用
者

は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
な
く
、
運
行
日
増
が
そ
の
ま
ま
利
用
増
に
繋
が
っ
て
い
る
。

本
路
線
は
、
地
域
内
の
病
院
・
買
物
・
公
共
施
設
等
へ
の
お
出
か
け
に
日
常
的
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
J
R
東
海
道
本
線
に
接
続
し
て
広
域
の
移
動
支
援
に
も
つ
な
が

る
地
域
住
民
の
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
に
な
っ
て
い
る
。

豊
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

西 部 地 区 支 線 バ ス

「 み か ん の 丘 く る り ん バ ス 」

蒲
郡

市
地

域
公

共
交

通
会

議

地
域

内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に
基

づ
く
事

業
）

④
事
業
実
施
の
適
切
性

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

【
系
統
名
・
航
路
名
・
設
備
名
、
運
行
（
航
）
区
間
、
整
備
内
容
等

を
記
載
（
陸
上
交
通
に
係
る
確
保
維
持
事
業
に
お
い
て
、
車
両
減

価
償
却
費
等
及
び
公
有
民
営
方
式
車
両
購
入
費
に
係
る
国
庫

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
、
離
島
航
路
に
係
る
確
保

維
持
事
業
に
お
い
て
離
島
航
路
構
造
改
革
補
助
（
調
査
検
討
の

経
費
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
記
載
）
】

②
事
業
概
要

計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実
施
で
き
て
い

る
。

豊
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

A

形 原 地 区 支 線 バ ス

「 あ じ さ い く る り ん バ ス 」

資料１ー２

1
/
1



令
和
５
年
１
２
月
　
　
日

協
議
会
名
：

蒲
郡
市
地
域
公
共
交
通
会
議

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統

地
域
の
交
通
の
目
指
す
姿

（
事
業
実
施
の
目
的
・
必
要
性
）

事
業

実
施

と
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
と
の

関
連

に
つ
い
て

　
第
五
次
蒲
郡
市
総
合
計
画
に
お
い
て
あ
げ
ら
れ
た
「
子
ど
も
や
高
齢
者
ら
が
安
心
し
て
移
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
公
共
交
通
体
系
の
確
立
」
、
「
地
域
で
創
り
、
守

り
、
育
て
あ
げ
る
持
続
性
の
高
い
公
共
交
通
体
系
の
形
成
」
を
目
指
し
、
公
共
交
通
体
系
を
一
体
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
地
域
公
共
交
通
計
画
を
令

和
３
年
６
月
に
策
定
し
た
。
当
該
計
画
の
将
来
像
等
は
、
平
成
2
8
年
3
月
に
策
定
し
た
前
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
踏
襲
し
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
維

持
・
拡
充
を
進
め
て
い
る
。

　
計
画
の
中
で
位
置
付
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
「
鉄
道
を
中
心
と
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
維
持
確
保
と
交
通
空
白
地
の
解
消
」
、
「
関
係
者
間
の
連
携
強
化

に
よ
る
事
業
推
進
」
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
掲
げ
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
に
関
す
る
計
画
の
目
標
と
し
て
は
、
「
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
た
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
網
の
維
持
拡
充
」
「
交
通
空
白
地
解
消
の
た
め
に
導
入
し
た
支
線
バ
ス
の
適
正
な
運
行
管
理
」
等
を
設
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
地
域
交
通
計
画
で
定
め
た
将
来
像
・
基
本
的
な
方
針
・
計
画
の
目
標
（
施
策
事
業
）
を
通
し
て
、
地
域
公
共
確
保
維
持
改
善

事
業
の
支
援
を
受
け
て
、
「
交

通
空
白
地
解
消
の
た
め
の
支
線
バ
ス
（
フ
ィ
ー
ダ
ー
）
」
の
運
行
を
進
め
る
。

2
/
2



蒲
郡
市
地
域
公
共
交
通
会
議

（
蒲
郡
市
）

令
和
5
年
度

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
に
関
す
る
自
己
評
価

概
要
（
全
体
）

中
部
様
式

平
成
２
５
年
３
⽉
１
⽇
設
置

令
和
３
年
６
⽉

蒲
郡
市
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定

（
計
画
期
間
︓
令
和
３
年
６
⽉
〜
令
和
８
年
３
⽉
）

令
和
４
年
６
⽉
３
０
⽇

フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統

確
保
維
持
計
画
策
定
等

（
令
和
５
年
３
⽉
６
⽇

変
更
計
画
）

令
和
５
年
１
２
⽉

⽇
令
和
５
年
度
評
価
結
果
送
付

1



1
.【

P
la
n
】
協
議
会
等
が
目
指
す
地
域
公
共
交
通
の
姿

2


公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
メ
ー
ジ

①
形

原
地

区
・
交

通
空

白
対

応
の

モ
デ
ル

地
区

と
し
て

選
定

・
平

成
2

7
年

度
よ
り

運
行

開
始

蒲
郡

市
全

体
の

交
通

網
・
平

野
部

・
臨

海
部

に
鉄
道

、
路

線
バ
ス
が
運

行

・
山

間
部

を
含

む
そ
の

他
エ
リ
ア
で
交
通

空
白

問
題
が

あ
る
。

・
交

通
空

白
問

題
地
区

に
お
い
て
、
地

元
主
導

で
地
域

協
議

会
が

設
置

さ
れ

た
箇
所

は
、
支

線
バ
ス
の
検

討
・
路

線
設

置
を
行

う
。

・
①

形
原

⇒
②

東
部
⇒

③
西
部

地
区
の

順
に
展
開
。

・
令

和
３
年

１
月
：
④
三

谷
地
区

で
運
行

開
始

。
・
令

和
３
年

４
月
：
⑤
大

塚
地
区

で
運
行

開
始

。
・
現

在
、
⑥
西

浦
地
区

で
新

事
業
検

討
中
。

②
東

部
地

区
・
２
番
目
の

地
域
協
議
会
設
置

地
区

・
三
河
三
谷

駅
と
市
民
病
院
を
結
ぶ

・
令
和
元
年

1
0
月
よ
り
運
行
開

始

③
西

部
地

区
・
３
番

目
の

地
域

協
議

会
設

置
地

区
・
図

書
館

で
東

部
地

区
と
接

続
・
令

和
２
年

１
月

よ
り
運

行
開

始


新
地
域
公
共
交
通
計
画
の
将
来
像
及
び
期
間


将
来
像

・
子
供
や
高
齢
者
ら
が
安
心
し
て
移
動
す
る

こ
と
の
で
き
る
公
共
交
通
体
系
が
構
築
さ

れ
て
い
る
。

・
地
域
で
創
り
、
守
り
、
育
て
あ
げ
る
持
続

性
の
高
い
公
共
交
通
体
系
が
構
築
さ
れ
て

い
る
。


計
画
期
間
︓
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
（
５
カ

年
）


公
共
交
通
の
基
本
的
な
方
針


鉄
道
を
中
心
と
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網

の
維
持
確
保
（
交
通
空
白
地
解
消
等
）


関
係
者
間
の
連
携
強
化
に
よ
る
事
業
推
進

（
利
⽤
促
進
活
動
等
）

東
部

地
区

西
部

地
区

④
三

谷
地

区
名

鉄
バ

ス
路

線

J
R

蒲
郡

駅
三

河
三

谷
駅

名
鉄

三
河

鹿
島
駅

名
鉄

形
原

駅
④

三
谷

地
区

・
三
河

三
谷
駅
と

地
区
内

を
結
ぶ

・
駅
北

口
で
東
部

地
区
と
接
続

・
令
和

３
年
１
月

よ
り
運

行
開
始

⑤
大

塚
地

区
・
三
河
大
塚
駅

と
結
ぶ

・
令
和
３
年
４

月
よ
り
運
行
開

始

三
河

大
塚

駅

⑥
西

浦
地

区
・
令

和
５
年

度
中

に
事

業
化

を
目

指
し
、

地
区

協
議

会
で
協

議
検

討
中

名
鉄

西
浦

駅



2
.【

D
o
】
目
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
主
な
具
体
的
取
組

3

■
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
⾏
う
事
業

計
画
の
主
な
目
標

主
な
事
業

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
維

持
確
保
・
交
通
空
白
地
解
消

に
し
が
ま
線
（
名
鉄
⻄
尾
線
・
蒲
郡
線
）
げ
ん
き
戦
略
の
推
進
、
地
域
主
導
に
よ
る

地
元
協
議
組
織
の
組
成
（
形
原
・
東
部
・
⻄
部
・
三
⾕
・
⼤
塚
・
⻄
浦
地
区
）

等
関
係
者
間
の
連
携
強
化

名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線
に
関
す
る
⻄
尾
市
・
名
鉄
と
の
三
者
連
携
合
意
に
基
づ
く
共

同
イ
ベ
ン
ト
開
催
。
東
三
河
全
体
で
、
公
共
交
通
利
⽤
促
進
イ
ベ
ン
ト
実
施

等
持
続
性
あ
る
公
共
交
通
の
確

保
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
バ
ス
PR
・
乗
⾞
体
験
、
広
告
収
入
の
確
保
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
（
GT
FS
-J
P）
対
応

等

■
実
施
し
て
き
た
主
な
取
組

※
地
区

支
線

バ
ス
＝

フ
ィ
ー
ダ
ー
補

助
路

線
（
交

通
空

白
）

�
名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線

（
市
⺠
ま
る
ご
と
⾚
い
電
⾞
応
援
団
等
）

１
）
利
⽤
促
進
活
動

•
第
８
回
ぶ
ら
り
ん
ウ
ォ
ー
ク
開
催
（
R
4
/1
1
/2
6
）
参
加
者
数
約
1
2
0
人

•
名
鉄
で
ん
し
ゃ
ま
つ
り
（
R
5
.4
.2
2
）

•
に
し
が
ま
線
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
（
R
5
/7
-8
）
応
募
3
4
9
点
、
入
選
1
0
0
点

•
復
刻
塗
装
列
⾞
発
⾞
式
（
R
5
/9
）

�
路
線
バ
ス

１
）
Ｐ
Ｒ
活
動

•
公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
（
R
5
/4
）

•
蒲
郡
ま
つ
り
で
の
P
R
・
乗
⾞
体
験
（
R
5
/7
）

•
東
三
河
小
学
生
5
0
円
バ
ス
・
謎
解
き
ゲ
ー
ム
（
R
5
/7
-1
1
）

5
0
円
バ
ス
利
⽤
者
9
,5
1
9
人
、
ゲ
ー
ム
応
募
者
1
6
1
人



2
.【

D
o
】
目
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
主
な
具
体
的
取
組

4

１
）
支
線
バ
ス
の
運
⾏
協
議
（
⻄
浦
地
区
）

•
⻄
浦
地
区
公
共
交
通
協
議
会
（
R
4
/5
/1
2
設
⽴
）

令
和
５
年
度
中
の
運
⾏
開
始
に
向
け
て
協
議
中

•
ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
案
を
設
計
し
、
路
線
バ
ス
事
業
者

と
の
協
議
調
整
済
み

•
令
和
６
年
春
に
運
⾏
開
始
予
定

�
支
線
バ
ス
（
新
規
実
施
）

⻄
浦
地
区
協
議
会
で
の
協
議
風
景

⼤
塚
地
区
︓
ベ
ン
チ
贈
呈
式
（
R
5
.2
.7
）

２
）
形
原
地
区
︓
ぬ
り
え
⼤
会
の
開
催

•
令
和
４
年
１
１
⽉
２
⽇

形
原
中
学
校
に
て

•
コ
ミ
バ
ス
を
知
っ
て
も
ら
う
・
触
れ
て
も
ら
う
機
会

と
し
て
ぬ
り
え
⼤
会
を
開
催

•
形
原
３
保
育
園
︓
4
7
名

•
公
⺠
館
に
ぬ
り
え
作
品
を
展
示

３
）
⼤
塚
地
区
︓
ベ
ン
チ
贈
呈
式
（
地
域
支
え
合
い
座
談
会
）

•
令
和
５
年
２
⽉
７
⽇

蒲
郡
東
部
病
院
に
て

•
地
域
支
え
合
い
座
談
会
の
バ
ス
体
験
乗
⾞
・
話
し
合
い

を
機
に
、
地
区
の
社
会
福
祉
法
人
が
ベ
ン
チ
を
作
成
・

寄
贈
、
蒲
郡
東
部
病
院
が
設
置
・
管
理
と
い
う
地
域

主
体
で
の
待
合
環
境
の
改
善
の
取
組
み
実
施

形
原
地
区
︓
ぬ
り
え
⼤
会
（
R
4
/1
1
/2
）



2
.【

D
o
】
目
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
主
な
具
体
的
取
組

5

●
⾞
体
・
バ
ス
停
へ
の
広
告

●
地
区
支
線
バ
ス
の
GT
FS
-J
P

（
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
）

�
支
線
バ
ス
（
継
続
実
施
）

形
原
・
東
部
・
西

部
・
三
谷
・
大
塚

地
区
に
つ

い
て
運
行
開
始

に
合
わ
せ
対
応

�
支
線
バ
ス
（
新
規
実
施
︓
続
き
）

６
）
⻄
部
地
区
支
線
バ
ス
の
ル
ー
ト
⾒
直
し

•
地
区
協
議
会
の
検
討
に
よ
り
令
和
５
年
４
⽉
か
ら
ル
ー
ト
を
変
更
、

柏
原
地
区
ま
で
延
伸

●
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
事
業

・
令
和
５
年
度
分
の
チ
ケ
ッ
ト
配
布

�
タ
ク
シ
ー
制
度
（
継
続
実
施
）

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
事
業

R
4
年
度
実
績
︓
利
⽤
枚
数
5
6
,1
7
1
枚

R
4
年
度
実
績
︓
助
成
額
1
4
,8
7
7
千
円

５
）
事
業
拡
⼤
︓
週
４
便
へ
の
変
更

•
令
和
４
年
４
⽉
の
形
原
地
区
に
続
き
、
東
部
・
⻄
部
・
三
⾕
・
⼤
塚

地
区
に
お
い
て
も
令
和
５
年
４
⽉
か
ら
⾦
曜
⽇
の
運
⾏
を
開
始

（
週
４
⽇
運
⾏
化
）

４
）
形
原
地
区
利
⽤
促
進
事
業
︓
年
間
５
千
人
達
成

•
令
和
５
年
２
⽉
１
７
⽇
に
達
成
。

•
地
区
協
議
会
に
よ
る
達
成
イ
ベ
ン
ト
・
記
念
品
授
与
の
実
施

形
原
地
区
︓
年
間
５
千
人
達
成
イ
ベ
ン
ト

（
感
謝
状
授
与
R
5
/2
/2
4
）



3
.【

C
h
e
c
k
】
計
画
の
目
標
の
達
成
状
況
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
の
考
察

6

■
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
評
価
【
鉄
道
（
名
鉄
蒲
郡
線
）
】

○
将
来
目
標
︓
2
0
2
5
年
時
点
で
の
利
⽤
者
数
＝
1
5
5
万
人
/年

○
実
績
︓
R３

年
度
＝
1,
25
3千

人
R４

年
度
＝
1,
34
1千

人
目
標
未
達
成

・
コ
ロ
ナ
禍
以
降
回
復
基
調
も
、
元
通
り
の
回
復
は
困
難
。

・
通
勤
利
⽤
に
つ
い
て
は
働
き
方
の
多
様
化
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
が
、
通
学
利
⽤
に
つ
い
て
も
全
線
と
⽐
べ
て
回
復
鈍
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
定
期
外
は
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
発
化
も

あ
り
回
復
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
⽔
準
ま
で
は
⾄
ら
ず
。

■
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
評
価
【
路
線
バ
ス
】

○
将
来
目
標
︓
2
0
2
5
年
時
点
で
の
総
利
⽤
者
数
＝
1
6
万
人
/年

○
実
績
︓
R３

年
度
＝
11
3,
32
1人

R４
年
度
＝
11
9,
01
7人

目
標
未
達
成

・
コ
ロ
ナ
禍
の
運
⾏
便
数
削
減
に
よ
り
、
⼤
幅
な
利
⽤
者
減
少
。

R
4
年
度
以
降
利
⽤
者
数
は
わ
ず
か
に
増
加
傾
向
で
は
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
前
と
⽐
較
し
て
、
継
続
す
る
減
便
状
態
に
⽐
例
し

て
利
⽤
者
数
も
減
少
し
た
ま
ま
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

・
R
4
年
度
は
⻄
浦
系
統
は
微
増
し
た
が
、
運
⾏
便
数
の
少
な
い

丸
⼭
系
統
は
微
減
と
な
っ
て
お
り
、
利
便
性
低
下
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
。

消
費
税
率
上
昇
前

◀
応
援
団
ロ
ゴ
マ
ー
ク



3
.【

C
h
e
c
k
】
計
画
の
目
標
の
達
成
状
況
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
の
考
察

7

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
「
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
の
評
価
」

○
利
⽤
者
数

・
Ｒ
５
年
度
は
全
て
の
地
区
で
昨
年
度
か
ら
増
加
し
、
目
標
設
定
に
対
し
て
も
、
全
て
の
地
区
で
達
成
し
た
。

・
Ｒ
５
年
４
⽉
か
ら
形
原
地
区
を
除
く
４
地
区
で
週
４
⽇
運
⾏
化
し
た
こ
と
に
よ
り
利
⽤
者
が
増
加
し
て
い
る
。

路
線

年
間

利
用

者
数

収
支
率

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
５

年
度

（
R
4
/
1
0
～
R
5
/
9
実
績
）

達
成

状
況

将
来

目
標

（
20
25
年
時

点
）

令
和
４
年
度

（
R
4
/
4
～
R
5
/
3
実
績

）
達

成
状
況

形
原

地
区

支
線

バ
ス

4
,
8
0
0
人

6
,
0
0
3
人

達
成

1
0
％

以
上

1
0
.
8
％

達
成

東
部

地
区

支
線

バ
ス

1
,
6
0
0
人

1
,
9
7
1
人

達
成

1
0
％

以
上

5
.
4
％

未
達

成

西
部

地
区

支
線

バ
ス

1
,
4
0
0
人

1
,
5
8
3
人

達
成

1
0
％

以
上

5
.
9
％

未
達

成

三
谷

地
区

支
線

バ
ス

2
,
2
0
0
人

3
,
4
3
3
人

達
成

1
0
％

以
上

8
.
4
％

未
達

成

大
塚

地
区

支
線

バ
ス

1
,
5
5
0
人

1
,
7
6
5
人

達
成

1
0
％

以
上

5
.
1
％

未
達

成

フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
全
体
の
利
⽤
動
向

○
収
支
率

・
形
原
地
区
は
運
⾏
⽇
増
加
に
よ
る
費
⽤
増
加
の
た
め
、

数
値
悪
化
し
た
も
の
の
、
定
着
し
た
利
⽤
が
あ
り
達
成
。

・
三
⾕
地
区
に
つ
い
て
、
未
達
成
で
あ
る
も
の
の
、
順
調

に
利
⽤
増
加
し
て
お
り
、
⼤
幅
に
上
昇
し
た
。

・
そ
の
他
地
区
に
お
い
て
も
、
週
4
⽇
運
⾏
化
に
よ
る
利

便
性
向
上
に
よ
り
利
⽤
者
が
増
加
し
て
い
る
。

・
収
支
改
善
事
業
と
し
て
⾏
う
停
留
所
広
告
事
業
に
よ
る

収
入
額
の
影
響
が
⼤
き
い
。
形
原
・
三
⾕
地
区
で
多
い
。



4
.【

A
c
t
】
計
画
目
標
の
達
成
に
向
け
た
今
後
の
取
組
方
針

の
作
成

8

＜
自
己
評
価
か
ら
得
ら
れ
た
課
題
＞

①
鉄
道
＝
利
⽤
者
数
は
回
復
基
調
も
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
回
復
は
困
難
。
利
⽤
促
進
、
誘
客
対
応
の
継
続
が
必
要
。

②
路
線
バ
ス
＝
系
統
ご
と
に
回
復
状
況
に
違
い
が
出
て
い
る
、
減
便
に
よ
る
利
便
性
低
下
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
維
持
・
⾒
直
し
に
つ
い
て
協
議
が
必
要
。

③
フ
ィ
ー
ダ
ー
＝
週
４
⽇
運
⾏
化
で
利
便
性
が
向
上
、
こ
れ
に
伴
い
利
⽤
者
増
加
し
て
い
る
。

＝
地
区
ご
と
に
達
成
状
況
に
差
異
が
あ
る
た
め
、
周
知
・
利
⽤
促
進
の
継
続
に
よ
り
さ
ら
な
る
利

⽤
増
が
必
要
。

＝
既
存
路
線
増
加
傾
向
が
続
く
。
交
通
網
全
体
を
強
化
す
べ
く
新
た
な
空
白
地
対
策
も
進
め
る
。

＜
今
後
の
取
り
組
み
＞

①
鉄
道
の
対
応

•
【
通
年
】
市
⺠
ま
る
ご
と
⾚
い
電
⾞
応
援
団
等
に
よ
る
利
⽤
促
進
活
動
を
継
続
実
施
。

•
【
令
和
６
年
度
中
】
事
業
者
・
関
係
団
体
と
協
働
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
利
⽤
Ｐ
Ｒ
を
推
進
。

②
路
線
バ
ス
の
対
応

•
【
通
年
】
事
業
者
と
協
議
を
⾏
い
、
利
⽤
者
減
の
⾷
い
⽌
め
と
現
⾏
の
サ
ー
ビ
ス
⽔
準
の
維
持
を
目
指
す
。

•
【
令
和
６
年
度
中
】
便
数
・
利
⽤
が
少
な
い
系
統
を
は
じ
め
と
し
た
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
⾒
直
し
の
検
討
協
議
。

③
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
の
対
応

•
【
通
年
】
５
地
区
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
P
D
C
A
の
実
施
に
よ
る
適
正
運
⾏
の
継
続
。

•
【
令
和
６
年
度
中
】
利
⽤
の
低
い
地
区
に
お
い
て
は
、
よ
り
⼀
層
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

る
利
⽤
促
進
の
取
組
み
強
化
を
進
め
る
。

•
【
令
和
６
年
度
中
】
⻄
浦
地
区
で
の
運
⾏
開
始
。
塩
津
地
区
で
の
新
規
事
業
化
協
議
を
進
め
る
。

★
令
和
３
年
６
⽉
に
蒲
郡
市
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
。
計
画
に
基
づ
く
事
業
推
進
。
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.直
近
2
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間
の
⼆
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評
価
の
活
⽤
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応
状
況

9

直
近
の
⼆
次
評
価
結
果

（
令
和
５
年
３
⽉
）
調
査
事
業
・
計
画
策
定

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

（
具
体
的
対
応
内
容
）

今
後
の
対
応
方
針

＜
令
和
５
年
３
⽉
1
0
⽇
付
1
5
1
号
通
知
＞

〇
評
価
で
き
る
取
組

・
「
夏
休
み
小
学
生
5
0
円
バ
ス
」
や
「
バ
ス
整
理
券
ラ

リ
ー
＆
歴
史
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
、
「
夏
休
み
路
線
バ
ス

探
検
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
な
ど
を
実
施
さ
れ
、
東
三
河
地
域

の
関
係
者
が
連
携
し
て
継
続
的
に
バ
ス
利
⽤
促
進
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
⼤
変
評
価
し
ま
す
。

・
名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線
や
市
内
路
線
バ
ス
の
利
⽤
促
進

イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と

確
認
し
ま
し
た
。

・
各
地
区
ご
と
の
協
議
会
で
主
体
的
に
利
⽤
促
進
・
事

業
改
善
を
検
討
し
、
運
⾏
⽇
の
増
加
に
結
び
付
け
た
こ

と
等
を
評
価
し
ま
す
。

〇
期
待
す
る
取
組

・
⻄
浦
地
区
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に
地
区
協
議

会
が
⽴
ち
上
が
り
、
今
後
の
地
域
運
⾏
に
つ
い
て
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ

を
適
切
に
検
証
し
、
既
存
公
共
交
通
と
調
和
の
取
れ
た

利
便
性
の
高
い
運
⾏
を
目
指
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

・
名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線
の
存
続
活
動
や
支
線
バ
ス
に
係

る
地
元
協
議
会
の
取
り
組
み
等
の
市
⺠
に
よ
る
積
極
的

な
公
共
交
通
の
運
⾏
維
持
及
び
利
⽤
促
進
活
動
を
引
き

続
き
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

・
支
線
バ
ス
の
運
⾏
に
つ
い
て
利
⽤
実
態
、
目
標
、
評

価
に
つ
い
て
地
域
と
共
有
し
な
が
ら
進
め
、
利
⽤
者
数

や
収
支
率
な
ど
達
成
可
能
性
、
結
果
の
値
と
評
価
に
つ

い
て
各
地
域
の
実
態
に
即
し
て
⾏
わ
れ
る
こ
と
を
強
く

期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
支
線
バ
ス
の
乗
継
ぎ
利
便
に
つ

い
て
確
認
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

〇
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
く
事
業
推
進

令
和
３
年
６
⽉
に
策
定
し
た
交
通
計
画
に
基

づ
き
事
業
推
進
を
図
る
。
計
画
に
定
め
た
P
D
C
A

を
実
施
し
、
適
切
な
進
⾏
管
理
を
⾏
う
。

〇
広
域
連
携

東
三
河
地
域
の
関
係
者
と
の
連
携
事
業
を
継

続
実
施
し
て
い
る
。

〇
名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線

Ｒ
５
年
度
も
「
⾚
い
電
⾞
に
乗
っ
て
歩
こ

う
︕
ぶ
ら
り
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
、
「
復
刻
塗
装
イ

ベ
ン
ト
」
な
ど
の
利
⽤
促
進
活
動
を
継
続
し
て

実
施
。

〇
支
線
バ
ス
の
取
組

支
線
バ
ス
の
各
地
区
の
協
議
会
を
開
催
し
、

停
留
所
別
利
⽤
実
績
を
共
有
し
、
利
⽤
促
進
・

事
業
改
善
の
検
討
を
地
域
主
導
で
⾏
っ
て
い
る
。

当
該
検
討
を
法
定
協
議
会
に
て
確
認
・
連
携
し
、

事
業
運
営
を
進
め
る
。

〇
交
通
空
白
地
対
策

⻄
浦
地
区
で
の
事
業
計
画
策
定
に
お
い
て
路

線
バ
ス
事
業
者
と
調
整
を
⾏
い
調
和
の
と
れ
た

計
画
案
を
策
定
し
、
交
通
会
議
で
審
議
し
た
。

塩
津
地
区
で
は
、
勉
強
会
を
開
催
し
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
と
地
区
協
議
会
の
設
置
意
向
を
確
認

し
、
カ
バ
ー
エ
リ
ア
の
拡
⼤
を
進
め
て
い
る
。

〇
バ
ス
利
⽤
促
進
対
策

公
共
交
通
マ
ッ
プ
（
R
5
/4
版
）
を
作
成
・
配

布
し
、
支
線
バ
ス
・
路
線
バ
ス
の
使
い
分
け
や

乗
継
利
⽤
の
周
知
に
活
⽤
す
る
。
バ
ス
展
示
Ｐ

Ｒ
や
乗
り
方
教
室
等
地
道
な
周
知
活
動
を
継
続
。

■
全
体
︓
市
交
通
会
議
で
の
P
D
C
A

左
記
の
事
業
評
価
を
、
当
該
資
料
を

⽤
い
て
市
交
通
会
議
で
確
認
す
る
。
ま

た
、
交
通
計
画
で
盛
り
込
ん
だ
P
D
C
A
を

⾏
う
。

〇
名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線
の
活
動

市
⺠
ま
る
ご
と
⾚
い
電
⾞
応
援
団
や

事
業
者
等
と
連
携
し
、
名
鉄
を
活
⽤
し

た
イ
ベ
ン
ト
創
出
な
ど
の
利
⽤
促
進
活

動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

〇
路
線
バ
ス
の
利
⽤
改
善
策

便
数
・
利
⽤
者
数
の
少
な
い
系
統
を

は
じ
め
、
市
内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

⾒
直
し
検
討
協
議
を
進
め
た
い
。

〇
支
線
バ
ス
の
取
組

地
区
協
議
会
・
連
携
協
議
会
等
で
支

線
バ
ス
事
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
利
⽤
促
進
活
動
や
利
便
性
向
上
の

た
め
の
路
線
の
⾒
直
し
等
の
検
討
を
進

め
る
。

〇
交
通
空
白
地
対
応

⻄
浦
地
区
で
の
新
規
事
業
化
、
塩
津

地
区
で
の
協
議
組
織
の
組
成
、
運
⾏
計

画
策
定
を
進
め
る
。

〇
資
源
の
総
動
員
化

ラ
グ
ー
ナ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
市
⺠
利

⽤
等
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
総
動
員
化
を

検
討
す
る
。
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.直
近
2
年
間
の
⼆
次
評
価
の
活
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・
対
応
状
況

1
0

直
近
の
⼆
次
評
価
結
果

（
令
和
4
年
3
⽉
）

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

（
具
体
的
対
応
内
容
）

今
後
の
対
応
方
針

＜
令
和
4
年
3
⽉
1
0
⽇
付
通
知
＞

〇
評
価
で
き
る
取
組

・
支
線
バ
ス
の
各
地
区
の
協
議
会
で
各
地
区
の
状
況

に
応
じ
た
利
⽤
促
進
・
改
善
事
業
の
検
討
し
て
い
る

こ
と
、
既
設
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
カ
バ
ー
で
き

て
い
な
い
地
区
等
で
も
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
地

域
主
導
で
検
討
を
⾏
い
、
法
定
協
議
会
で
吸
い
上
げ
、

検
討
・
確
認
を
⾏
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

・
各
地
区
協
議
会
と
法
定
協
議
会
が
連
携
し
て
新
た

な
支
線
バ
ス
の
運
⾏
（
⼤
塚
地
区
、
三
⾕
地
区
）
や

交
通
空
白
地
へ
の
ル
ー
ト
延
伸
に
よ
る
交
通
空
白
地

対
策
を
進
め
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

・
東
三
河
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
た
利
⽤
促
進
策

が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

〇
期
待
す
る
取
組

・
1
⽇
乗
⾞
券
の
導
入
等
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
だ
け
で
な
く
市
内
を
運
⾏
す
る
バ
ス
へ
の
乗
り
継

ぎ
の
利
便
性
向
上
、
利
⽤
者
増
加
に
つ
な
が
る
取
組

に
期
待
し
ま
す
。

・
停
留
所
ご
と
の
乗
降
者
数
の
分
析
、
評
価
に
よ
る

議
論
や
乗
⾞
体
験
を
促
す
利
⽤
促
進
策
の
実
施
等
の

取
組
み
に
期
待
し
ま
す
。

・
名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
名
鉄

や
関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
観
光
需
要
と
通
勤
需
要
、

双
方
に
対
応
し
た
取
組
を
進
め
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

・
支
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
地
域
が
積
極
的
に
利
⽤
促

進
の
取
組
み
を
⾏
う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

〇
1
⽇
乗
⾞
券
導
⼊
等
に
よ
る
バ
ス
利
⽤
促
進

・
電
⾞
バ
ス
共
通
の
フ
リ
ー
パ
ス
販
売
企
画
を

名
鉄
、
名
鉄
バ
ス
と
協
働
し
て
新
た
に
実
施
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
乗
⾞
体
験
を
伴
う
利
⽤

促
進
、
P
R
を
継
続
し
て
実
施
。

・
1
⽇
乗
⾞
券
に
つ
い
て
は
、
現
路
線
の
維
持

が
課
題
と
な
り
、
バ
ス
と
競
合
し
う
る
取
り
組

み
に
対
し
て
協
議
未
実
施
。

〇
支
線
バ
ス
の
取
組

・
支
線
バ
ス
の
各
地
区
の
協
議
会
を
開
催
し
、

停
留
所
別
利
⽤
実
績
を
共
有
し
、
利
⽤
促
進
・

事
業
改
善
の
検
討
を
地
域
主
導
で
⾏
っ
て
い
る
。

三
⾕
地
区
で
は
、
停
留
所
の
⾒
直
し
が
⾏
わ
れ

利
⽤
者
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

・
地
区
ご
と
に
公
⺠
館
で
の
会
合
や
高
齢
者
施

設
で
の
出
前
講
座
、
実
⾞
を
⾒
な
が
ら
の
乗
り

方
講
座
な
ど
を
実
施
。

・
⻄
浦
地
区
で
地
域
協
議
組
織
を
設
⽴
し
支
線

バ
ス
の
新
規
導
入
協
議
を
開
始
。

・
⻄
部
地
区
支
線
バ
ス
に
て
、
ル
ー
ト
の
延
伸

及
び
停
留
所
⾒
直
し
を
検
討
協
議
、
塩
津
地
区

北
部
の
交
通
空
白
地
カ
バ
ー
を
予
定
。

〇
名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線
の
活
動

・
対
策
協
議
会
、
活
性
化
協
議
会
を
通
し
て
２

市
及
び
名
鉄
と
連
携
し
て
取
組
み
推
進
。
貸
切

列
⾞
企
画
や
⾞
内
へ
の
絵
画
作
品
の
展
示
な
ど

新
た
な
事
業
を
展
開
し
、
話
題
性
あ
る
P
R
事

業
を
実
施
。

■
全
体
︓
市
交
通
会
議
で
の
P
D
C
A

左
記
の
事
業
評
価
を
、
当
該
資
料
を
⽤

い
て
市
交
通
会
議
で
確
認
す
る
。
ま
た
、

新
交
通
計
画
で
盛
り
込
ん
だ
P
D
C
A
の
仕

組
み
を
通
し
て
計
画
的
に
P
D
C
A
を
⾏
う
。

〇
路
線
バ
ス
の
利
⽤
改
善
策

・
利
⽤
者
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
1
⽇
乗

⾞
券
の
導
入
等
乗
り
継
ぎ
促
進
施
策
に
つ

い
て
協
議
検
討
を
進
め
る
。

・
利
⽤
者
数
の
回
復
状
況
を
⾒
な
が
ら
、

現
在
の
減
便
の
状
態
か
ら
便
数
を
コ
ロ
ナ

前
に
戻
し
て
い
く
検
討
を
進
め
た
い
。

〇
支
線
バ
ス
の
取
組

・
地
区
協
議
会
で
支
線
バ
ス
事
業
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
継
続
実
施
し
、
利
⽤
促
進
活

動
や
１
⽇
乗
⾞
券
の
導
入
等
相
互
利
⽤
方

策
の
検
討
を
進
め
る
。

〇
名
鉄
⻄
尾
・
蒲
郡
線
の
活
動

・
関
係
者
と
の
連
携
事
業
を
継
続
し
、
新

規
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
な
ど
沿
線
の
魅
⼒
向

上
、
利
⽤
促
進
を
進
め
る
。

〇
交
通
網
の
強
化

・
⻄
浦
地
区
で
の
新
規
導
入
を
進
め
、
塩

津
地
区
等
残
る
交
通
空
白
地
で
の
取
組
拡

⼤
を
進
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
乗
⽤
タ
ク

シ
ー
活
⽤
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
。



6
.計
画
・
評
価
の
推
進
体
制

1
1

＜
P
D
C
A
の
進

め
方

＞
・
地

域
公

共
交

通
計

画
の

進
行

管
理

は
、

計
画

期
間

の
５
カ
年
を
通

し
て
P
D
C
A

を
行

う
。

・
各

年
度

は
、
地

域
公

共
交
通

会
議
に

お
い

て
各

年
度

事
業

の
計

画
を
設

定
し
、

事
業

の
進

捗
状

況
と
計
画

の
数

値
目

標
等

（
利

用
者

数
・
カ
バ
ー
率

）
を
通
し
て
、

計
画

の
進

捗
を
評

価
す
る
。

回
数
（
実
施
⽇
）

進
捗
管
理
に
関
す
る
協
議
事
項

実
施
内
容

3
6
回
（
R
4
/9
/2
6
）

・
⻄
浦
地
区
の
協
議
状
況
の
報
告

・
北
部
地
区
空
白
地
対
策
の
報
告

・
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
の
取
り
組
み
状
況

の
報
告
、
協
議
。

3
7
回
（
R
4/
12
/2
1）

・
補
助
⾦
の
自
己
評
価

・
三
⾕
、
⼤
塚
地
区
事
業
継
続
協
議

・
北
部
地
区
接
続
タ
ク
シ
ー
協
議

・
中
部
様
式
等
の
自
己
評
価
の
協
議
。

・
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
の
事
業
継
続
、
空

白
地
対
策
（
タ
ク
シ
ー
）
等
協
議
。

3
8
回
（
R
5
/3
/2
3
）

・
R
5
事
業
計
画
、
予
算
案
の
協
議

・
R
4
確
保
維
持
改
善
事
業
の
二
次
評
価
結
果

R
5
年
度
の
事
業
計
画
の
協
議
。
R
4
二
次

評
価
結
果
を
共
有
。

3
9
回
（
R
5
/6
/2
7
）

・
交
通
計
画
の
事
業
進
捗
の
確
認

・
Ｒ
６
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
計
画

・
⻄
浦
地
区
支
線
バ
ス
運
⾏
計
画
検
討

交
通
計
画
の
進
捗
状
況
の
評
価
を
実
施
。

R
6
補
助
事
業
計
画
の
協
議
。

＜
協

議
会

の
開

催
状

況
＞

・
年

間
３
回

の
ペ
ー
ス
で
開
催

。
・
交

通
計

画
を
策
定

、
年

度
事

業
の
協

議
、

事
業

進
捗

を
評

価
・
確

認
を
進

め
て
い
る
。


